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もりのにぎわい通信  

 
202３年４月２２日 定例活動報告 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

日時：2023 年 4 月 22 日（土）9：00～16:00 

場所：小山町 観音地 

天候：晴 気温 15～18℃ 湿度 48% 風向 東北東 風速 3.3m/s 

参加者：33人：子ども 5人、大人 28（内土地改良区 0人） 

 

■活動 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

9：00 集合 

9:30 作業開始   

10:30 休憩 

11:45 後片づけ･午前の部解散 

13:20 井戸掘りの再開 

16:00 後片付け・解散 

 

■活動報告 

先月、雨で流れた定例会でしたので、今日は 2 か月振りとなりました。 

その間、1mの長さに玉切りしておいた約 70本のシイタケの原木に 1,800 駒の菌打ちをした後、遮光ネ

ットを掛けて伏せ込みまでを出られる人で行いました。シイタケの菌打ちは、桜の花が開花するまでが

適時だそうです。また、井戸掘りプロジェクトの第 2 回目が 3 月 31 日（金）にありました。春休みを

利用して安房高校の安齋先生と古市先生、生徒さん5名の他に初参加の中村さんと服部さん、小林さん、

星野夫婦が立ち合いました。途中穴掘り機の先端部分が 6ｍの単管パイプの底で外れてしまうトラブル

が起きました。 

今日は、まず前回抜け落ちた先端部分の回収をして、その後掘り進められるのがベストという訳です。

状況が状況だけに 6ｍの底に手が届くわけでも覗いて見えるわけでもなく、どうすればいいものかと思

案するばかりでした。 

ともあれ、安齋先生からの秘策にゆだねるより仕方なく今日を待ちました。3 回目のプロジェクトメン

バーは安齋先生と生物部の生徒さん6名に大網高校のボランティア部の岡田君が応援に入ってくれまし

た。先生は、先端部分の回収用フックに新たな強力井戸掘り機を持参され作業に入られること１時間が

過ぎた頃でしたか、前回の先端部分の弁と枠の破片の一部が取り出せたのです。明るい見通しが立った

ように思えたのですが、その後は手ごたえがないままでした。そこで、先生は今地中に入っている材料

を最大限に活用した方法で再度場所をずらして掘ることを決断されました。今度は、地中に入った 6m

（4m＋2m）の塩ビ管引き抜く作業。実際どうやって引き抜くのか考えも及びませんでしたが、これは写

真でご覧いただけます。生徒さんの中には、「おみこしを担いだ時のようだ。」と言っていました。6mも

の長さの単管パイプ（2m と 4m に切り離した）は、みんなの力を結集して見事引き抜くことが出来まし

た。再度位置をずらして穴掘りから始め穴掘り機で突いて行き 3ｍに達したところで今日はここまで。
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新しく用意された道具は、安齋先生が休日ご自宅で製作された物と思っていましたが、生物部の生徒さ

んと学校の渡り廊下で製作されたのだそうです。とにかく作業の合間も楽しい会話が途切れることなく

信頼関係に満ち溢れていました。何だか羨ましい限りです。安齋先生、生徒さんの井戸掘りは次回も続

きます。 

定例会午前の部は、土地改良区の皆さんは田植えの繁忙期で今月はお休みです。例年 4 月は、参加者

は少なめなのですが、アクティボのサイトをご覧になって初めて参加された佐々木さんと高橋さん、園

芸クラブ富田より嶋田さんを始め、土気NGOより宇野さんご夫妻とお子さん連れての参加がありました。

また、会員の古木さんは、中学生になった息子さんと一緒に参加。高校生の井戸掘りを興味深そうに見

学されていました。萱野の横田さんも午後お見えになり 15 年前の植林し始めた当初を懐かしんでおら

れました。古木さんから「参加者も新しい方が入っているし森は前に比べてクズが少なくなったようだ。」

との感想でした。苗木が育って、なおかつ根気強くみんなで手入れをしてきたからだと思います。 

また、今回初参加の方に現地案内を兼ねて子どもたちと一緒にワラビ採りをしました。 

一昨日、下見したときは既に誰かに採られた後で正直当日収穫できそうなワラビはないのでは、と思

っていました。今年はサクラの開花も 10 日ほど早かったようですし、ワラビのシーズンも終了？ 

ところが、先に山菜エリアを目指した子ども達から「ワラビ見つけた。あったよ！」の声が聞こえまし

た。後から続いた大人グループも見つけると何だか嬉しそうでした。本数は分かりませんが、参加者で

分けてお土産にしました。休憩を挟んで、不用となった支柱の回収と鎌でビニールハウスの周りや果樹

の下を刈り取る作業をしました。聞くと左利きの方がいらっしゃって、左利きの方用の鎌も数本あった

方がいいと分かりました。お天気はどんよりと肌寒い一日でしたが、皆さんいろいろな場面で楽しそう

にご参加下さって有難うございました。 

（記録：星野静枝） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

お知らせ ホームページもご覧下さい→ http://www.g-cycle.org/ 

次回の定例会は、5月 27日土）（雨天の場合 5月 28日(日)）9:00～12：00 

グリーンウェイブ植樹祭を予定しています。是非ご参加下さい。 

 

        

集合写真 
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参加者集合の様子              ラズベリー周辺の草刈り 

 

 

    

                         果樹の成長を見ながら草刈り 
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刈払機による除草作業 

 

    

休憩 
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子ども達の井戸掘り                穴掘りが楽しそう！ 

 

 

       

捕獲されたスズメバチ              全て女王バチ？ 

 

  
   6m 底の弁と先端部分の取り出し作業       先端部分の枠の一部と弁 
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電動カッターで塩ビ管に穴をあける      塩ビ管に杭を通し持ち上げる 

 

     

 

 

   

電動カッターで 2m 部分を切断  抜き取った塩ビ管     1m 離して再度掘り直す 
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生物部 新入生の出番 

 

 

バランスをとりながら体重をかけてパイプを埋め込む 


